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資　　料

1．はじめに

各自動車メーカーからの開発期間短縮の要求に

対応していく中で，引き合いから量産まで各開発

段階で様々な取り組みを推進しているが，まだま

だ立ち上がり時の技術的課題や品質問題が多い．

また，設計から生産まで協力メーカーを含めた生

産準備推進における開発設計効率の向上が求めら

れている．このような状況の中，３次元（以下３

Ｄと称す）ＣＡＤの目覚しい普及と３Ｄデータ要

求の顧客ニーズに応えるため，当社でも開発期間

の短縮，試作回数の削減，設計品質の向上，およ

びＣＡＭ，ＣＡＥへの連動などを目指し３Ｄ化を

推進した．ステアリング事業本部では３Ｄ ＣＡ

Ｄ導入に合わせ，ＣＡＤデータを有効活用するこ

とを目的にＰＤＭ（Product Data Management）シ

ステムの構築を目指すことにし，ＣＡＤデータの

構成情報を体系的に管理しホスト運用の部品表シ

ステムとの連携を実現した．今回はこの連携シス

テムについて紹介する．

2．現状分析と開発方針

2.1 現状の設計業務における問題点および
課題の抽出

ＰＤＭシステム構築にあたり，まず現状の問題

点・課題を抽出するための実態調査をＣＰＳ（カ

スタマ・プランニング・セッション）手法に基づ

いて実施したが，120件余りの問題点および課題

が出された．以下は具体的事象の１例である．

①情報が有効活用されていない．

・ＣＡＤと部品表が各々独立，システム間のイ

ンターフェースは人間で運用している．

・設計変更通知書（以下ＥＣＡと称す）発行時に

システム的な支援体制がない．

・プロジェクト毎にファイル管理されているの

で，欲しい情報がすぐに検索できない．

②情報の所在が不明

・関連文書が分散している．

③確実な情報伝達ができていない．

・共通品の設計変更時，試作図面へタイムリー

に反映できない．

・過去の不具合を再度起こすことがある．

④ＣＡＤデータの管理が確実でない．

・ＣＡＤデータと図面の不一致（紙が正の文書）

がある．

・アクセス権の管理や排他制御に不安がある．

2.2 課題に対する解決策とシステム開発の
基本方針

抽出された問題点・課題に対して，事実の確認

と真因を追究し解決手段を検討した結果，

・デジタル化　　　　　・ＣＡＤデータ管理

・情報の一元化

・グループウエア（Notes）の利用

・部品表作成効率化　　・ワークフロー

・ホスト機能拡張　　　・業務運用面の改善

に大別でき，ＰＤＭシステムの開発としては，次

の方針で臨むことにした．

新製品の引き合いから試作・量産・設計変更に

至る設計部門の業務について

・ＣＡＤデータ管理

・部品表作成時の効率化（ホスト部品表との連

携）

Working toward 3-dimensional development with CATIA, we planed to build a PDM (Product Data Management) system
in order to make effective use of CAD data. We aimed at setting up a total system which could support the whole business of
design sections ; response to inquiries of new products, proto-typing, mass-production and design change. We applied one
of the PDM softwares on the market, and added it some customized functions, and systematically managed the structure
information of CAD data. And we realized the association of CAD data with the parts list system on the host computer.
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・技術文書管理（情報のデジタル化，一元化）

を中心として，総合的に支援する仕組みを構築す

る．

3．システムの構成と情報の流れ

これらを実現するために，ＰＤＭソフトとして

CATIAと親和性に優れるEnovia VPM（以下ＶＰ

Ｍと称す）の導入を決定した．新システムのイメ

ージを図1に示す．ＩＢＭホストは既存の仕組み

であり，今回導入したのはCATIA，ＶＰＭとグ

ループウェアソフト（Notes）アプリケーション部

分である．ホストで採番した品番情報をNotes経

由でＶＰＭへ転送し，その品番のモデルを

CATIAで作成しながら部品構成を完成させ，ホ

ストの部品表システムへと繋げる．Notes側では

ホストからの品番（設計変更）情報を基に，ＥＣＡ

を半自動で作成し，関係部門へ電子配布する．

4．ＶＰＭの標準基本機能

ＣＡＤデータとホスト連携を実現するために活

用したＶＰＭの標準機能の概要を示す．

4.1 ＣＡＤデータの一元管理

PART（ＶＰＭで取り扱う基本オブジェクト）と

ＣＡＤモデルを互いに構造的にリンクした状態で

管理する．PARTに品番属性情報を持たせ，これ

と３Ｄモデル・２Ｄ図面を関連付けすることでＣ

ＡＤデータの一元管理が可能である（図2）．

4.2 ＰＳＮ（Product Structure Navigator）

PART間の関係を構造的に表現する．組み図モ

デルは，必要な部品を選択し各々を位置合わせし

て作成する．この時，上位品番と単品部品の品番

との間で親子関係ができ，これがそのまま部品構

成情報となる．言い換えれば，アッセンブリのモ

デルが完成した時，同時に部品構成も完成してい

ることになる（図3）．
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4.3 完成度（Maturity）による状況管理

作図あるいは業務の進捗状況を完成度を用いて

管理する．現時点では，10％～70％までを作図作

業中，承認後に80％に設定し，以後出図待ちが

90％，出図済みを100％とシステムで自動設定す

る．また，80％でロックをかけ設計者には更新で

きないようにしている（図4）．

4.4 セキュリティー管理
（People ＆ Organization）

個人単位でユーザーＩＤの登録を行い，所属部

門と担当業務に応じて利用者区分（Organaization）

を設定する．各ユーザーの役割をグループ化

（Role），複数のグループに属することも可能であ

る．ＶＰＭの操作権限が約80項目存在し，これら

の操作権限をグループ化（Process Group）して扱

う．ユーザーがデータを登録した時に必ず所有者

である本人ユーザーＩＤと所属Organaizationが

オーナー，オーナーグループとして割り当てられ

る（Data Group）．他のOrganaizationのデータへ

のアクセスにはこのData Groupを経由する．ま

た，Data GroupとOrganaizationが同じであって

もマチュリティーが80％以上であればロックがか

かり更新することはできない（図5）．

図4　完成度�
Maturity

6．ホスト連携後の業務手順

以上のＶＰＭ標準機能に独自にカスタマイズし

た機能を付加し，また既存のホストシステムにも

新メニューを追加してＣＡＤとホスト部品表連携

の仕組みを開発した．連携後の実際の業務手順を

フロー（図7）を基に説明する．試作設計，量産化，

量産設計変更の各々のプロセスで若干流れが異な

るが，ここでは量産時の設計変更の業務手順のみ

の説明とする．

①ＥＣＡ No.申請

NotesでＥＣＡ No.の取得申請をする（従来機

能）．

②設計変更後品番採番・転送

ホストのオンラインメニューで，ＥＣＡ No.単

位に設計変更前後の品番および設計変更後品番

の属性情報を登録する．ホスト登録後，送信キ

ーを押すことでＶＰＭへ転送され，CATIA・

VPM側で“New Version”を実行する際に，自

身が登録した品番のみ候補品番として表示され

る．これによって２重入力が廃止できる（図8）．
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図6に設計変更の手順を示す．変更対象となる

PARTを選択し，“New Version”で設計変更後の

PARTとMODELを作成する．この時MODELはコ

ピーされるので，変更箇所を編集設計する．設計

が完了したら変更前のPARTと変更後のPARTを

“Replace”する．変更前のPARTの上位を自動で

検索し，すべてを対象に変更後のPARTに繋ぎ変

える．
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③ホストから転送された情報はNotesサーバーを

経由し，ここでＶＰＭ用の情報とNotesでのＥ

ＣＡ発行用の情報に振り分けられる．

④CATIA・VPMで，設計変更後の各PARTを

“New Version”し，モデルの作成と２Ｄ図面

の更新および小変更品番以下の新構成を作成す

る．完了後はPARTのマチュリティーを80%（作

業完了）に更新しておく．

⑥ＥＣＡ承認後処理の起動

作成したＥＣＡがNotes上のワークフローで承

認されたら，CATIA・VPM側で「ＥＣＡ承認

後処理」を起動する（図10）．

⑤ＥＣＡ作成・発行

NotesのＥＣＡデータベースで，ＥＣＡを作

成・発行する．この時，②で登録した情報を使

用し「変更点一覧」の品番部分は事前に自動作

成されている（図9）．
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⑦起動されたプログラムが，そのＥＣＡ No.に該当

する全情報を検索し，小変更品番を自動で付け替

え新構成を作成する（図11）．同時に設計変更後

のPARTのマチュリティーが90％（出図待ち）に更

新される．さらにアッセンブリ品番単位に部品構

成を検索しホストに転送する．ホスト側は，これ

を受け取り仕掛部品表として登録する（図12）．

⑧部品表内容確認・属性修正入力

CATIA・VPMから送信できる情報は構成情報

に限られるので，ホストのオンラインメニュー

でＴＳ区分・選択区分・補用単位を確認し，必

要であれば修正する．この作業が完了すれば，

従来ＥＣＡに基づいて技術管理部署が部品表変

更作業をした結果と同じ状態になる．キットな

どの補用専用品の追加・削除もここで行う．

⑨出図処理

ＥＣＡ単位に仕掛の部品表から正規の部品表と

する．また，ＥＣＡもNotesのデータ・ベース

から関係部門に電子配布される．図面配布は従

来通り．

⑩ホストで⑨の出図処理が実行されると，

CATIA・VPMにそのＥＣＡ No.が転送され，

自動で該当するPARTを検索しそのマチュリテ

ィーを100％（出図済み）に更新する．

7．おわりに

ＣＡＤソフト（CATIA）とＰＤＭソフト（Enovia

VPM）を組み合わせることにより，

・組み図モデルと構成情報の同期化を図り，生

産部門が利用するホストの部品表と連携

・ＣＡＤデータの一元管理（最新版管理，３Ｄ

モデル・図面・解析等の情報を関連付け）

・モデル間の整合性を維持し，下位部品の設計

変更を上位部品に自動展開

・データ・アクセス，操作権限による機密保護

の体制確立

などの仕組みはできたが，やはり紙図面が正であ

ることに変わりはなく，今後の課題として図面の

デジタルデータを正として紙原図を廃止，図面を

電子配布することができる環境・仕組み作りをし

ていく必要があると考える．

図10　「ＥＣＡ承認後処理」起動のプルダウンメニュー�
Pull down menu for starting "Process after ECA approved"
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Automatic exchange in minor design change

部品置換えは�
ＥＣＡ番号指定�
で自動処理�

ＪＣＬ�
ＥＣＡ番号：020735�
対象Assy品番：P19G20-000�
構成情報�
上位品番　　   構成品番�
P19G20-000    P19G20-A01�
P19G20-A01　176-011000�
P19G20-A01　177-035000�
P19G20-A01　177-036000

技術部品表�

ＥＣＡ番号�

対象Assyと�
構成情報�

ＩＢＭホスト�

VPM DB

図12　部品構成の転送�
Sending of structure information

筆　者

田仲優一*
Y. TANAKA

* ステアリング事業本部　ステアリング技術企画部


